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繊循環器・腎臓内科
○循環器・腎臓内科の現状と今後の展望
　　当科が対象とする疾患は、狭心症・心不全・不整脈などの心疾患、大動脈瘤・閉塞性動脈硬化症などの血管
　疾患、慢性腎不全・ネフローゼ症候群などの腎疾患、高血圧症、糖尿病、高脂血症などの生活習慣病と極めて
　多岐にわたっています。
　　過去4年間の主要検査・手術実績は別表のとおりです。
　循環器部門においては、心臓カテーテル検査、冠動脈インターペンション〈経皮的冠動脈形成術・ステント
留置術〉・ペースメーカー手術の件数は減少傾向でした。
　2008年度から、40歳以上の方を対象に特定健診（メタボリック健診）が始まりました。メタボリック症候群
は冠動脈疾患の危険因子です。従って、メタボリック症候群あるいはその予備軍に該当する方に対しては、積
極的に冠動脈疾患のスクリーニングを行っていく必要があると思われます。
　また当院において2006年度から始まった“血液さらさら健診”は、動脈硬化の状態を評価し、生活習慣病を
予防・早期発見することを目的としています。血液さらさら健診で異常を指摘された方に対する定期的フォロー、
あるいは循環器疾患（特に冠動脈疾患）のスクリーニングが、今後ますます重要であると考えられます。
　2007年度の腎臓部門の実績としてはブラッド・アクセス手術7件（パーマネント・カテーテル　1件）、
CAPD手術が0件でともに減少、シャント・トラブルに対する血管形成術（PTA）は37件に増加していま
す。人工透析患者数に大きな変動はなく、当院としては安定期間であったと考えます。
　PTA症例のうち過半数の20件は外来で施行しており、手技としても安定してきております。長い人工血管
シャントの閉塞に対しては当院では従来は再疎通が困難でしたが、保険適用外ではあるもののシース・イント
ロデューサを2本用いた対面穿刺による成功例が得られております。一方で、シャント狭窄を繰り返し年に数
回のPTAを要する症例も複数あり、これらは今後外科的再建が必要になると予想されます。
　PTA症例数の増加に反して造影件数はさらに減少しており、血管エコーによる評価の信頼性向上が寄与し
ていると思われます。
　患者教育・啓蒙の立場から継続中の「腎臓病教室」は2007年度も3回実施しました。腎疾患における予後・
QOLに大きく影響するものの一つである食事療法については相変わらず参加者の興味の大きいところでもあ
りますが、教室のみならず日常診療の場においてもより早期からの個人指導が肝要と考えます。
○循環器・腎臓内科スケジュール
　第一月曜日
　　　療養病棟カンファレンス
　　　文献抄読会
　　　造影検査検討会
　第一以外の月曜日
　　　透析カンファレンス
　　　文献抄読会
　　　造影検査検討会
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文責　　後藤　真彦
　　　　青山　真也
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主要検査・手術実績（症例数）
2004年度2005年度2006年度2007年度
心臓カテーテル検査 56 70 77 59
冠動脈インターペンション（PCI） 3 19 16 8
動静脈・シャント造影 56 37 35 14
動静脈インターペンション 3 2 4 1
シャント血管形成術 20 17 27 37
ペースメーカー手術 10 27 11 7
シャント手術 16 17 ！7 7
CAPD手術 1 8 5 0
腎生検 5 13 13 13
計 170 210 205 146
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